
自ら考え、行動すること

３つの大切にしたいこと
　新緑がまぶしい季節となりました。新年度が始まって一か月が過ぎ、生徒たちも、新しい学年や
仲間との生活にも少しずつ慣れ、学校には明るい笑顔や前向きに取り組む姿が見られるようになっ
てきました。朝のあいさつや授業、部活動など、日々の学校生活の中にも、それぞれが新たな一歩
を踏み出そうとする姿か感じられます。
　さて、年度の始まりに生徒たちへ伝えた「３つの大切にしてほしいこと」を改めて紹介します。

　これら３つのことは、国際バカロレア（IB)が大切にしている
「１０の学習者像」にもつながるものです。自ら問いをもち、
考え、行動すること。他者を尊重し、思いやりをもって関わる
こと。そして、自分自身と周囲の人を大切にしながら成長して
いくこと。こうした日々の積み重ねを通して、生徒たちがこれ
からの社会をより良く生きていく力を身につけてほしいと願っ
ています。

礎
URIMAKU  JUNIOR  HIGH  SCHOOL

　これからの社会では、与えられたことをそのまま覚えるのではなく、自ら問いをもち、考え、判
断し、行動していく力が求められています。もちろん、最初からうまくできるとは限りません。時
には迷ったり、失敗したりすることもあるでしょう。しかし、その経験を積み重ねながら、自分で
一歩踏み出していくことが成長につながります。また、自分の考えを持って挑戦し、振り返りなが
ら次へ進もうとする姿勢は、これからの学びの人生において大きな力になっていきます。本校で
も、探究的な学びを通して、一人一人が主体的に学ぶ姿勢を育てていきます。

命を大切にすること

人を大切にすること　　　

　学校には、さまざまな考え方や感じ方を持った仲間がいます。得意なことや苦手なことも、一人
一人違います。だからこそ、相手の気持ちを考え、違いを認め合いながら関わることが大切です。
自分の考えを伝えるだけでなく、相手の話に耳を傾け、相手の立場に立って考えることを大切にし
てほしいと思います。また、困っている人に自然に声をかけ合えるような、思いやりのある温かな
学校であってほしいと願っています。

　自分の命も、周りの命も、かけがえのない大切なものです。自分自身を大切にするとともに、周
囲の人の存在も大切にしてほしいと思います。また、悩みや不安を抱えたときには、一人で抱え込
まず、家族や友達、先生など周りの人に相談してください。誰かに話を聞いてもらうことで、気持
ちが少し軽くなったり、新たな見方ができたりすることもあります。互いを思いやり、支え合うこ
とが、安心して過ごせる学校につながっていくと考えています。

学校だより 令和８年５月８日発行第 １号   文責：校長 田代
佳子



　本校では、教職員が日常的に連携しなが
ら、生徒一人一人に関わることを大切にして
います。複数の教員が関わることで、生徒の
良さや変化を多面的・多角的に捉えることが
できます。また、さまざまな教員との関わり
の中で、生徒が安心して相談しやすい環境づ
くりにもつながっています。これからも、生
徒一人一人が安心して学び、自分らしく成長
できるよう、教職員全体で支えていきます。

 校　    長：田代　佳子　　教　  頭：山﨑　慶太
１年担当：穐山　昂弘 （数学・IBコーディネーター・バドミントン）
　　　　    林　　和子（２年英語・美術・支援サポ・陸上競技）
　　　　    菊地　七花（養護教諭・総合文化）※全学年
２年担当：木村　翔平（国語・２年技術・バドミントン）
　　　　　浜田　英伸（社会・１年技術・スケート）
　　　　　廣部菜保子（音楽・家庭・支援担・総合文化）
３年担当：半谷　銀治（１,３年英語・３年技術・設置外担当）
　　　　　中村　幸恵（保健体育・支援サポ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　陸上競技・スケート）
　　　　　上西　鉄夫（理科・進路担当・バドミントン）
事　    務：堀江　風花　　             公 務 補 ：渡部　忠光　　
教　    諭：三浦　　隆（専従）　助 教 諭：キリエ

みんなで見守る“学年担当制”

「みんなで育てる」学校へ

　本別町立勇足中学校からま
いりました田代佳子と申しま
す。IB教育や幼小中高一貫教
育、自然体験留学制度など、特
色ある教育を進める瓜幕中学校
に着任できたことを、大変嬉し
く思っております。生徒一人一
人を大切にしながら、安心して
学び、成長できる学校づくりに
努めてまいります。どうぞよろ
しくお願いいたします。

「学年担当制」のよさ

幼小中高一貫サイト

　本校では、昨年度から「学年担当制」を進めています。これまでの「学年担任制」の考え方を基に
しながら、学年の枠にとらわれず、教職員全員で生徒一人一人を見守り、支えていく体制です。

Staff  Introduction

　教員それぞれの専門性や得意分野を生かし
　た関わりができる
　複数の教員で、生徒を多面的に理解するこ
　とができる
　教員同士が連携し、丁寧に対応ができる
　多様な関わり方を通して、人間関係の幅が　
　広がる
　学校全体で、生徒の成長
　を支えることができる

瓜中の様子は、
　一貫サイトでも見ることができます。
【鹿追町幼小中高一貫教育サイト→
　　　　　　　　　　学校紹介→瓜幕中】　　
　https://shikaoi.ed.jp/schools/urimaku-jhs/

  
  町内のこども園から
  鹿追高校まで各学校
  の様子や鹿追町の教
  育について知ること
  ができます。
  ぜひご覧ください！
　     

今年度は、
　　校長のみの異動でした

5月 9日（土）春季サーキット陸上競技第２戦
　　　　　　PTA環境整備
     11日（月）職員会議・生徒指導交流会
　 12日（火）修学旅行（~15日まで）
　 14日（木）移動図書
　 16日（土）春季サーキット陸上競技第３戦
　 18日（月）４時間授業
　 20日（水）運動会特別時間割開始
　 22日（金）第１回英語検定
　　　　　　佐々木スクールカウンセラー勤務
　 23日（土）24日（日）全十勝春季軟式野球大会
　 27日（水）運動会総練習
　 28日（木）移動図書
　 29日（金）運動会前日準備
    30日（土）瓜幕地区保小中合同大運動会
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